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明日の蒲郡をいっしょに創りませんか！
　こうした考えの中、新年度に向けこれまで以上に、
議会改革、議員数の適正化、市民病院の健全経営化
など経費削減につとめ、次世代をになう子育て、教育
や福祉向上に私たち市政クラブ一同市民の皆様の
期待に応えるため全力を尽くしてまいります。
　私共といっしょに明日の蒲郡を創る同志を求め
ます。

　桜が舞う暖かい季節になりました。
　さて、私ども市政クラブの総意として昨年11月に
予算要望を市長に提出させていただきました。
　平成22年度財政状況は景気の悪化を受け、個人
所得の減少、法人市民税、企業の業績回復が見込め
ない状況であります。歳出をいかに抑えるかが必須
の課題であります。
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自民党蒲郡支部会議
市政クラブだより駅頭配布
蒲郡商工会議所新年恒例会
成人式・消防団出初式
がまごおり絵手紙大賞表彰式
蒲郡観光協会との勉強会
永住外国人の参政権付与に関する勉強会
自民党蒲郡支部懇談会
消防広域化研究委員会
第29回農林水産祭り
市政クラブ行政視察　栗東市・天理市
ボートピア京都やわた・ボートピア梅田
三河湾健康マラソン
形原公民館竣工式
第22回東三河地区消防団職員発表会
3月定例市議会
形原中学校南棟竣工式
市内県立高校卒業式
市内中学校卒業式
蒲郡市消防団観閲式
市内小学校卒業式
消防庁舎竣工式
市内保育園卒園式
幸田町衛生組合会議
西浦チャリレース大会

市議会3月定例会 代表質問 ───  平成22年度  予算大綱について ───
1.平成22年度の財政状況について
市税を始め財源の確保
●市税全体としては昨年度と比べ5億9千900万円、4.5％減の126億790
万円を見込む。財産収入は3億2千590万円で繰入金は財政調整基金
の取り崩し額5億6千300万円、減債基金2億6千万円、その他含め8億7
千554万8千円を繰り入れる。地方交付税は14億円を見込んでいる。
2.効率的な行政運営の推進について
●集中改革プランに基づく職員削減状況については最終目標数値の
1,075名はクリアーしている。3月末現在の職員数は、1,050名。
3.市民病院の健全運営について
●医師の確保及び勤務医の負担軽減への取り組みは4月1日現在常勤
医師数は44名で更なる医師確保に力を注いでいく。
4.福祉の充実について
●前期行動計画「ほほえみプラン21」は5年間で95.8％の進捗。次世代子
育ての支援は子育て支援センターを3箇所設置。
●子供手当ての取り組みは市の負担としては児童手当制度の負担額と
同額の141,027,000円で、割合は9.6％である。
●保育サービスの充実について低年齢児保育の充実は平成21年には
272人と年々増加している。保育士の準備が整い次第、順次受け入れ
を拡大していく。
●高齢者割引タクシー制度の取り組みについては市内在住の70歳以上
の高齢者で3割（タクシー業者が1割、市が2割の助成）の割引となる。
5.災害に強いまちづくりについて
●学校施設の耐震整備については耐震化率は81％で、小中学校の校舎
については平成24年度までには耐震改修工事を完了予定。
●高潮対策についてはハード対策ソフト対策、ハザードマップの作成。
6.名鉄西尾・蒲郡線の存続について
●費用の一部を今年度から平成24年までの3ヶ年沿線市町が支援して
いくことを決定した。
7.産業振興について
●観光の振興については観光宿泊客2割アップ達成は国、県及び大手
エージェントやインターネットエージェントとタイアップして誘客増に努める。
●農業の振興については大塚千尾地区基盤整備事業は計画通り進ん
でいる。県など関係機関にお願いし、事業推進に努めていく。

●企業誘致への取り組みは東三河5市企業誘致推進協議会で連携をと
り検討していく。
●オレンジロード無料化早期実現への取り組みについては蒲郡インターの
完成時について平成24年度に向けて努力する。
8.都市基盤整備について
●国道23号バイパスを始めとする幹線道路の整備促進の取り組みにつ
いては蒲郡インターまでを平成24年度の開通に向けて努力する。
●国道247号中央バイパスの状況は用地買収率は90％となっており平成
23年度の全線開通の予定。

●－11m岸壁の整備促進の取り組みについては平成20年度後半に事業
が再開され早期完成に向けて要望活動をしていく。
●公共下水道事業の整備促進について整備面積は1,132haで整備率は
81％、普及率は57.5％で普及促進活動に努める。
9.学校教育における特別支援教育の充実について
●特別支援学級の児童生徒は来年度114名の予定で今後特別支援教
育補助員の人員増・時間数増が期待される。

自由民主党参議院愛知選挙区
立候補者決まる

谷垣総裁と
鈴木県連会長と
共に

自由民主党　参議院候補　
藤川政人県議会議員　49歳
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